
令和７年産麦栽培暦
月

旬 中 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 中 下 上 中 下 上 中

【参考】品種特性

■土づくり：麦の適正ｐH　6.0～6.5 ■麦踏み・土入れ
　

①ミネラルGの散布(140～200㎏)

■排水対策(重要)

■除草剤

薬量
希釈
水量

■播種時期と播種量 　

■病害虫対策
■施肥基準 種子消毒

赤かび病
薬量 希釈水量

3kg

(10ａあたり)

薬剤名 散布適期 散布期限

ワークアップ粉剤DL

小麦：開花期とその７～10日後

大麦：穂揃い期10日後と
　　　　　　　　　その７～10日後

収穫7日前までワークアップ
フロアブル

50～75
㎖

150ℓ
ミラビス
フロアブル

75～
100
㎖

大麦：収穫14日前まで
小麦：収穫7日前まで

麦追肥名人　３０～３５ｋｇ

チクゴイズミ

ベスト444　２５㎏
or

NK2号　２０kg

ベスト444　20㎏
or

NK2号　15kg

硫安　10㎏
or

尿素　5kg
グッドIB407号　３０ｋｇ

種子1㎏当たり
原液6㎖

はるか二条 ベスト444
45kg

※大豆後作の場合
は20kg

ベスト444　２５～３０㎏
or

NK2号　２０～25kg

ベスト444　20㎏
or

NK2号　15kg 網斑病（大麦）
黒穂病

トリフミン水和剤
種子重量０.５％
の種子粉衣

種子10㎏に50ｇ

対象病害虫 農薬名 処理方法 使用量

1月下旬～2月上旬 3月上旬 4月中下旬 ヤギシロトビムシ
（小麦）

クルーザーFS３０ 塗沫処理

(10ａあたり)

品種名 基肥
分げつ肥 穂　肥 穂揃い期追肥

はるか二条

６～８kg

8～10kg

チクゴイズミ ４～5kg ８～９kg

MCPソーダ塩 広葉雑草 200g
70～
100ℓ

幼穂形成期
（収穫45日前まで）

カラスノエンドウ・ウマ
ゼリに効果が高い

適　期 (10ａあたり)

品種名 11月１０～19日 11月20～31日 12月１～10日

バサグラン液剤 １年生広葉雑草
100～
200mℓ

70～
100ℓ

雑草３～6葉期
（小麦収穫45日前まで
大麦収穫90日前まで）

ﾄｹﾞﾐﾉｷﾂﾈﾉﾎﾞﾀﾝ（ウマ
ゼリ）に効果が高い

除草剤名 適用雑草 使用時期 備考

ハーモニーDF
１年生広葉雑草
ｽｽﾞﾒﾉﾃｯﾎﾟｳ

5～10ｇ
50～
100ℓ

播種後～節間伸長前
ｶｽﾞﾉｺｸﾞｻ（3葉期ま
で）には1葉期～節間
伸長前に10ｇ散布

ボクサー 400～500mℓ 70～100ℓ
播種後～大麦２葉期
小麦４葉期まで

生育期 (10ａあたり)

播種前又は播種後出芽前

ラウンドアップ
マックスロード

200～500mℓ 50～100ℓ
耕起前又は播種前まで、

播種後出芽前

播種直後
～

麦生育期

リベレーター
フロアブル

60～80mℓ
※大麦は

60～70㎖推奨
100ℓ

播種後～麦3葉期
（イネ科雑草1葉期まで）

(10ａあたり)

④雨水の停滞を防ぐために、定期的に溝さらいを行う。
除草剤名 薬量 希釈水量 使用時期

播種前～
播種後
出芽前

バスタ液剤 300～500mℓ 100～150ℓ

②土入れによって畝溝を作り、周囲溝と排水溝を確実につなぐ
土入れの程度 浅く 順次深く 順次深く

③確実な排水のために枕地を切る。
播種前～麦生育期

【土入れ】　効果：倒伏防止・雑草防除・
　　　　　　　　　　　　　　　　肥効上昇（施肥後）など

時期 1月上～中旬 ２月上～中旬 ２月下～３月上旬

①弾丸暗渠・周囲溝の設置・排水溝の整備
麦の生育 本葉３～４枚 分げつ後期 茎立ち期

酸度矯正
＊12月下旬(本葉が３～4枚)
　　　～2月中旬(節間伸長開始前)までに２～3回実施②石灰資材の散布(100～180㎏)

地力維持
①稲わらの全量すき込み ※必ず、土壌が乾いている状態で行う

②堆肥の散布(１～２ｔ)

5月29日 ８８ｃｍ やや強

麦踏みの目標：3回 排水溝の整備

土づくりのフローチャート例 （１０ａあたり） 【麦踏み】　効果：分げつの促進・倒伏防止など

土壌診断

倒伏耐性

はるか二条 4月3日 5月15日 ７９ｃｍ 強
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農薬の登録は令和６年10月現在 北九州農業協同組合

北九州普及指導センター
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排水対策図

＊大麦は特に酸性障害が発生しやすいので注意しましょう

＊早播は品質低下・凍霜害の原因となるので、適期播種を心がけましょう
＊目標出芽本数：１００～１５０本/ｍ2

＊小麦の追肥に一発肥料（グッドIB407号）を使う場合も、
穂揃い期追肥(硫安・尿素)は必要です。

＊MCPソーダ塩は使用時期に注意。
（気温が低すぎると効果が薄れますが、散布が遅すぎると薬害を生じる場合があ
ります。2月下旬～3月中旬が使用推奨の目安時期。）
＊ハーモニーDF・MCPソーダ塩を使用した後は、消石灰等を用いてタンクの洗
浄を行ってください。


